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　４月11日（月）に、川本小学校と川本中学校で入学
式が挙行され、小学校18名、中学校22名の新入生が
新たな学校生活をスタートさせました。
　入学式では、緊張した面持ちの新入生でしたが、呼
名に元気よく返事をする姿に頼もしさを感じました。

ご入学おめでとうございます
川本小学校

川本中学校

今月の主な内容

町長施政方針� ���� P２～３
議会かわもと������ P４～８
丸山城�県指定文化財に� �� P９
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先
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
無
投
票
当
選

と
な
り
、
二
期
目
の
町
政
の
舵
取
り
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
信
頼
と
期
待
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
全
身
全
霊
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
第
5
次
総
合
計
画
「
つ
な
が
り
と
ぬ
く
も

り
の
中
で
豊
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
、
昨
年

策
定
し
た
総
合
戦
略
を
羅
針
盤
に
、
選
択
と

集
中
で
施
策
を
打
ち
出
し
「
川
本
町
に
住
ん

で
良
か
っ
た
、
川
本
町
に
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

動
き
出
し
た
地
方
創
生

　

小
さ
な
町
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
町
の
活
力
、
経
済
を
見
る
と
、
や
は
り

「
人
口
は
力
な
り
」
と
感
じ
ま
す
。
危
機
感

を
も
っ
て
、
こ
の
４
年
間
で
人
口
減
少
抑
止

の
基
礎
を
確
実
に
築
き
ま
す
。

　

安
倍
内
閣
は
、「
地
方
創
生
な
く
し
て
、

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
は
な
い
」
と
政
府

一
丸
と
な
っ
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
地
方
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
画

一
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
個
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
国
も
知
恵
と
情
熱
の

あ
る
市
町
村
に
は
、
ど
ん
ど
ん
支
援
す
る
ス

タ
ン
ス
で
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
国
の

情
報
を
収
集
し
、
本
町
の
新
機
軸
を
打
ち
出

し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
本
町
の
人
口
社
会
増
減

が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
が
確
実
に
な
り
ま

し
た
。
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
、
一
過
性

に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の

協
働
で
20
年
、
30
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
が
大
事
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

雇
用
の
場
と
住
ま
い
づ
く
り

　
人
口
対
策
の
喫
緊
の
課
題
は
、
雇
用
の
場

の
確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
で
す
。

　

旧
三
原
小
学
校
の
跡
地
に
進
出
す
る
企

業
は
、
２
年
後
に
50
人
規
模
で
操
業
開
始
と

な
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
エ
ゴ
マ
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

若
い
担
い
手
を
育
成
し
な
が
ら
、
生
産
量
日

本
一
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
６
次
産
業
化

に
よ
り
、
エ
ゴ
マ
商
品
と
一
緒
に
夢
を
も
っ

て「
川
本
町
の
魅
力
」を
売
り
出
し
、
定
住
・

移
住
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
進
め
て
い
る
、
若
者
定
住
住
宅
や
住

ま
い
づ
く
り
応
援
事
業
は
、
大
き
な
成
果
が

現
れ
て
お
り
、
多
く
の
入
居
申
込
み
が
あ
り

ま
す
。
民
間
住
宅
や
個
人
住
宅
の
新
築
ラ
ッ

シ
ュ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
町
営
住
宅
も
含

め
た
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

三
江
線
の
今
後

　
三
江
線
廃
止
の
新
聞
報
道
以
降
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
三
江
線
改
良
利
用
促
進
期
成

同
盟
会
を
中
心
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
社
長
と

の
面
会
や
島
根
・
広
島
両
県
知
事
・
国
会

議
員
・
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
・
要
請
活

動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
の
提
案
は
、「
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
在
り
方
を
６
市
町
と
と
も
に
考
え
た
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
期
限
を
定
め
ず
双
方
白
紙
の
状

態
で
協
議
を
始
め
る
こ
と
と
し
、
２
月
に
は

実
務
者
レ
ベ
ル
の
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
検
討
会
議
で
は
、
鉄
道
と
し
て
の
存
続
の

可
能
性
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
協
議
し
、
状
況
に

町
長
施
政
方
針

平
成
28
年
度
（
3
月
定
例
町
議
会
よ
り
抜
粋
）
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応
じ
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
運
営

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

37
億
１
、9
2
2
万
１
千
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
17
億
７
、0
8
9
万
円

（
32
・
３
%
）
の
減
で
す
。
平
成
26
年
度

当
初
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
程
度
の
予
算
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
要
因
は
、
役
場
庁
舎
移
転
・
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
終
了
や
主
要
事

業
を
定
住
対
策
・
エ
ゴ
マ
生
産
振
興
・
企

業
誘
致
な
ど
の
川
本
町
総
合
戦
略
に
基
づ

く
取
り
組
み
に
特
化
し
た
た
め
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
、
簡
易

水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
13
億
８
、0
2
1

万
２
千
円
で
、
対
前
年
度
比
３
億
１
、

5
6
0
万
９
千
円
（
29
・
６
%
）
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
因
は
、
簡
易
水
道
事
業
に
お
け

る
建
設
改
良
費
が
増
額
し
た
た
め
で
す
。

第
５
次
総
合
計
画
に

�

基
づ
く
主
要
な
事
業

産
業
振
興 

特
色
を
活
か
し
た
活

力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち

・
エ
ゴ
マ
生
産
拡
大
事
業

�

【
拡
充
】
１
、1
8
5
万
円

　

�　

エ
ゴ
マ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

反
収
の
増
加
と
生
産
面
積
拡
大
に
つ
な

げ
る
た
め
の
補
助
金
制
度
を
拡
充

・
訪
日
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
誘
致
推

進
事
業

�

【
新
規
】
2
5
0
万
円

　

�　

モ
デ
ル
ツ
ア
ー
実
施
、
外
国
人
向
け

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど

・
企
業
誘
致
推
進
事
業

�

【
新
規
】
７
、9
4
0
万
円

　

�　

旧
三
原
小
学
校
跡
地
に
建
設
す
る
工

場
の
周
辺
環
境
整
備

基
盤
整
備 

便
利
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
基
盤
が
整
う
ま
ち

・
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業

�

【
継
続
】
４
、0
3
6
万
円

　

�　

新
築
・
住
宅
購
入
助
成
、
空
き
家
改

修
助
成
、
民
間
住
宅
整
備
助
成
、
居
住

者
通
勤
費
助
成
な
ど

・
民
有
地
流
動
化
宅
地
整
備
事
業

�

【
新
規
】
1
5
0
万
円

　

�　

個
人
が
町
へ
寄
附
採
納
す
る
宅
地
整

備
に
係
る
解
体
費
等
の
補
助
金
制
度

・
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業

�

【
継
続
】
８
、4
0
0
万
円

　
　
三
原
地
区
２
棟
、
木
路
原
地
区
２
棟

・
町
営
住
宅
（
住
ま
い
）
関
連
事
業

�

【
拡
充
】
３
、8
0
0
万
円

　
�　

店
舗
型
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、

八
幡
平
団
地
個
別
改
善
工
事
、
川
本
町

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
見
直
し

教
育
・
文
化 

夢
や
希
望
を
は
ぐ

く
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち

・
自
ら
の
学
び
応
援
事
業

�

【
新
規
】
2
4
4
万
円

　

�　

子
ど
も
の
体
力
向
上
支
援
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
た
事
業
の
推
進

な
ど

・「
川
本
の
学
び
」
魅
力
化
事
業

�

【
新
規
】
3
8
9
万
円

　

�　
「
夢
と
可
能
性
に
挑
戦
す
る
人
財
が

循
環
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
学
び
の
魅

力
化
構
想
策
定
・
モ
デ
ル
事
業
の
実
践

集
落
・
協
働
・
交
流
・
定
住

 

人
と
人
が
支
え
合
う
協
働
の
ま
ち

・「
川
本
で
学
び
た
い
」
親
子
モ
デ
ル
事
業

�

【
新
規
】
1
0
5
万
円

　

�　

都
市
部
か
ら
教
育
移
住
３
家
族
程
度

募
集
し
、
本
町
の
健
や
か
な
教
育
環
境

を
Ｐ
Ｒ

平
成
28
年
度
予
算
の
詳
細
は
、
5
月
に

配
布
予
定
の
「
ま
ち
の
予
算
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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人

事

案

件

委
員
会
審
査
報
告
書

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
の
７
日
間
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
三
宅
町
長
の
施
政
方
針
、

谷
川
教
育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
が

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
、
条
例
案
件
７
件
、

予
算
案
件
10
件
、
そ
の
他
案
件
13
件
、

人
事
案
件
７
件
、
発
議
１
件
の
38
議
案

が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
名
か
ら
当
面
す
る

町
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
先
立
ち
、
予
算
特
別
委
員

会
で
平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
最
終
日
、
委
員
長
報
告
の
後
、
採

択
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

◎�

川
本
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

　
氏　
名　
今
田　
初
枝　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
北
佐
木

予
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
石
川　
達
也

　
本
委
員
会
は
付
託
議
案
を
審
査
し
た

結
果
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で

会
議
規
則
第
76
条
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
ま
す
。

議案番号 付　託　事　件　名 審査結果
議案第21号 平成28年度川本町一般会計予算 原案認定

議案第22号 平成28年度川本町住宅新築資金等貸付
事業特別会計予算 原案認定

議案第23号 平成28年度川本町国民健康保険事業特
別会計予算 原案認定

議案第24号 平成28年度川本町後期高齢者医療特別
会計予算 原案認定

議案第25号 平成28年度川本町簡易水道事業特別会
計予算 原案認定

議案第26号 平成28年度川本町農業集落排水処理事
業特別会計予算 原案認定

　
氏　
名　
堂
面　
和
正　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
因
原

◎�

川
本
町
農
業
委
員
会
農
業
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

　
氏　
名　
山
本　
　
勉　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
川
下

　
氏　
名　
原
田　
博
文　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
馬
野
原

　
氏　
名　
福
谷　
善
彦　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
川
本

　
氏　
名　
戸
田　
　
昭　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
南
佐
木

　
氏　
名　
大
迫　
清
惠　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
川
本
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石
川
議
員

　
現
在
の
弓
市
商
店
街
は
後
継
者
が
い

な
い
店
が
多
く
、
今
ま
で
に
相
当
数
の

店
舗
が
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
商
店
街
の
活
性

化
は
お
ろ
か
、
川
本
町
全
体
の
灯
も
消

え
か
ね
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
町

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ

て
対
処
し
て
い
く
の
か
問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長

　

町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど

国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
商
工
会

と
連
携
の
も
と
、
市
街
地
に
点
在
す
る

空
店
舗
な
ど
の
利
活
用
に
向
け
、
状
況

把
握
、
情
報
整
理
を
行
い
、
情
報
発
信

を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
継
承
者
対
策
に
お
い
て
も
、

店
舗
の
現
状
や
求
め
る
人
材
な
ど
、
情

報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
課
題
解
決
に

向
け
、
新
た
な
後
継
者
の
確
保
、
新
た

な
事
業
展
開
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

本
町
の
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

一 般 質 問

弓
市
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
い
て
問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長
＝
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
た
取
り
組
み

を
促
し
て
い
く
。

飯
田
議
員

　

昨
年
12
月
18
日
に
、
川
本
町
へ
工
場

進
出
を
表
明
さ
れ
た
「
株
式
会
社
三
協
」

は
、
自
然
豊
か
な
島
根
県
で
100
年
企
業

を
目
指
し
、
平
成
30
年
４
月
に
操
業
を

開
始
す
る
と
あ
る
。
本
社
で
の
研
修
生
、

操
業
時
の
従
業
員
確
保
は
、本
町
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
対
策
を

問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長

　

企
業
で
は
、
川
本
工
場
操
業
開
始
予

定
の
平
成
30
年
春
ま
で
に
、
富
士
市
の

工
場
で
、
就
労
し
な
が
ら
技
術
の
習
得

に
向
け
た
人
材
の
確
保
を
は
じ
め
、
操

企
業
で
働
く
人
材
確
保
は
？

高
良
産
業
振
興
課
長
＝
町
民
、

島
根
中
央
高
校
、
出
身
者
会
な

ど
へ
情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

業
開
始
後
も
段
階
的
に
従
業
員
を
増
や

し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
そ
の
人
材
も

ま
ず
は
、
本
町
出
身
者
を
優
先
し
な
が

ら
地
域
貢
献
に
努
め
ら
れ
る
考
え
で
あ

る
。
町
民
の
皆
様
や
島
根
中
央
高
校
、

出
身
者
会
な
ど
に
情
報
提
供
を
す
る
。

ま
た
、
県
の
「
ふ
る
さ
と
し
ま
ね
定
住

財
団
」
の
無
料
職
業
紹
介
も
活
用
し
て

人
材
確
保
に
努
め
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
「
バ
ス
停
」
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
。

高
良
議
員

　

後
援
会
チ
ラ
シ
の
中
に
24
項
目
の
公

約
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
一

期
目
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

が
、
そ
の
成
果
を
問
う
。

一
、
小
中
一
貫
教
育
は
、
４
年
経
過
し

た
が
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ

る
「
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
拠
り
所
に
な
る
と
思
う
。

選
挙
公
約
の
優
先
順
位
を
問
う
。

三
宅
町
長
＝
企
業
支
援
、
エ
ゴ

マ
の
生
産
拡
大
支
援
、
住
ま
い

づ
く
り
の
応
援
が
大
切
で
あ
る
。

島根中央高校生傍聴
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今
後
の
計
画
を
問
う
。

一
、
エ
ゴ
マ
の
生
産
拡
大
は
、
作
っ
て

販
売
す
れ
ば
補
助
金
を
出
す
と
い
う
方

法
で
は
な
く
、
新
規
参
入
者
が
生
産
し

や
す
い
条
件
が
必
要
で
は
な
い
か
。

三
宅
町
長

　
小
中
一
貫
教
育
は
、
ズ
ル
ズ
ル
と
先
延

ば
し
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

誰
も
が
納
得
す
る
よ
う
に
最
終
的
に
は

持
っ
て
い
き
た
い
。

松
井
副
町
長

　

エ
ゴ
マ
の
生
産
拡
大
は
、
農
業
公
社

の
専
門
職
員
の
活
用
や
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

の
就
農
希
望
者
に
、
川
本
で
エ
ゴ
マ
を

作
る
こ
と
に
特
化
し
た
就
農
フ
ェ
ア
を

行
い
、
生
産
者
を
増
や
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
川
本
町
の
価

値
を
ど
の
よ
う
に
高
め
る
か
を
問
う
。

片
岡
議
員

　

定
住
対
策
、
保
育
料
の
第
２
子
無
料

化
な
ど
、
若
年
層
に
対
す
る
支
援
策
は

他
市
町
に
先
が
け
て
充
実
し
て
き
た
が
、

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援
策
の
充
実
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
。
②
在
宅
要
介
護
者
及
び

家
族
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
紙
オ
ム
ツ

な
ど
の
介
護
用
品
の
補
助
。
③
介
護
の

た
め
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
家
族
に
対
す
る

支
援
シ
ス
テ
ム
。
④
2
0
2
5
年
問
題

に
対
応
し
た
介
護
難
民
の
受
け
皿
づ
く

り
。
以
上
４
点
の
提
案
を
し
、
町
の
考

え
を
問
う
。

長
田
健
康
福
祉
課
長

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
関
係

各
機
関
の
協
力
の
元
に
、
早
急
に
構
築

し
、
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活

支
援
な
ど
の
充
実
を
図
る
。
そ
の
他
の

提
案
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
裏
づ
け
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

定
住
人
口
の
維
持
拡
大
の
た
め
の
各

組
織
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
。

青
木
議
員

　

お
と
ぎ
館
に
は
立
派
な
温
水
プ
ー
ル

が
あ
る
の
に
、
町
民
の
利
用
が
少
な
い
。

来
年
度
、
家
庭
教
育
に
お
け
る
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
世
代
の
定
住

人
口
増
に
繋
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
小
学
生
の
体
力
は
と
い
う
と
、

バ
ス
通
学
で
運
動
不
足
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ス
イ
ミ
ン
グ
で
体
力
向
上
を
図
り
、

学
び
と
の
２
本
立
て
で
人
口
増
に
繋
げ

た
ら
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
腰
・

膝
が
痛
い
と
言
わ
れ
る
人
が
多
い
。
学

童
、
高
齢
者
の
プ
ー
ル
利
用
者
に
一
部

助
成
し
て
で
も
、
利
用
者
増
に
繋
げ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

湯
浅
教
育
課
長

　

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
プ
ー
ル
利

用
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、ス
ポ
ー

圓
山
議
員

　

地
域
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
尋

ね
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
ら
経
験
し
て

い
る
小
水
力
発
電
が
す
ば
ら
し
い
成
果

を
見
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
資
源
に
つ

い
て
対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

左
田
野
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

川
本
町
に
於
い
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

策
定
委
員
会
等
に
よ
り
、
太
陽
光
・
風

力
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
が
検
討
さ
れ

た
結
果
、
当
町
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

高
齢
化
率
上
昇
に
対
す
る

将
来
設
計
を
問
う
。

長
田
健
康
福
祉
課
長
＝
関
係
機

関
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

ス
イ
ミ
ン
グ
利
用
者
へ
の

一
部
助
成
に
つ
い
て
問
う
。

湯
浅
教
育
課
長
＝
効
果
的
な
制

度
を
検
討
す
る
。

地
域
資
源
（
小
水
力
発
電
）

に
つ
い
て
問
う
。

左
田
野
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

＝
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

ツ
振
興
な
ど
を
調
査
し
、
効
果
的
な
制

度
を
検
討
す
る
。
中
高
年
に
対
し
て
は
、

利
用
促
進
の
観
点
と
、
町
民
の
健
康
促

進
及
び
高
齢
者
の
健
康
維
持
対
策
等
の

観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

か
わ
も
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
活

動
支
援
に
つ
い
て
。

（6）



を
実
践
し
て
い
る
。
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
は
、
県
が
推
進
し
て
い
る
資
料
の

中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
定
量
の

水
量
を
必
要
と
す
る
。
条
件
の
適
し
た

場
所
で
あ
れ
ば
、
多
目
的
に
防
犯
対
策
・

有
害
鳥
獣
対
策
等
効
果
は
期
待
で
き
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

軽
自
動
車
の
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
。＝
住
民
票
の
移
動
に
併
せ
て
促
す
。

◦
消
防
水
利
は
万
全
か
。

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

　

平
成
28
年
２
月
23
日
、
左
記
の
方
々

が
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

議
員
在
職
12
年
以
上

　
青
木　
和
昭　
議
員

　
飯
田　
武
則　
議
員

　
大
畑　
茂
久　
議
員

�

（
島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
）

　

行
政
視
察
研
修
を
２
月
３・
４
日
の

１
泊
２
日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
１
日
目
は
、　

可
燃
性
一
般
廃

棄
物
か
ら
製
造
し
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
ご
み
固

形
化
燃
料
）
を
利
用
し
て
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
発

電
を
実
施
し
て
い
る
福
山
リ
サ
イ
ク
ル

発
電
事
業
所
に
て
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
６
次
産
業
化
の
先
進
的

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
広
島
県
世
羅

町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間
は
、
議
員
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
視
察
研
修

小水力発電システム

福山リサイクル発電事業所

於：タウンプラザしまね

世羅町役場前世羅町 ６次産業化研修
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現
議
員
で
の
最
後
の
議
会
と
な
る
、

３
月
定
例
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
予
算
が
示
さ
れ
、
承
認
い
た
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
役
場
庁
舎

移
転
や
防
災
行
政
無
線
、
ふ
る
さ
と
会

館
の
改
修
な
ど
が
あ
り
大
型
予
算
で
し

た
が
、
平
成
28
年
度
は
、
例
年
並
み
の

予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
新
た
な
も
の
と
し
て
は
、

保
育
料
の
助
成
の
拡
大
、
本
町
へ
の
進

出
企
業
関
連
の
予
算
、
学
習
塾
に
か
か

る
経
費
補
助
、
外
国
人
の
誘
致
推
進
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
継
続
し
た
主
要

事
業
と
し
て
は
、
定
住
促
進
の
た
め
の

予
算
や
、
エ
ゴ
マ
の
生
産
拡
大
に
向
け

た
予
算
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
川
本
町
に
お
け
る
社

会
人
口
増
減
は
、
定
住
促
進
策
が
功
を

奏
し
た
の
か
、
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
、
島
根
中
央
高
校
の
志

願
者
も
、
定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
に
は
、
㈱
三
協
の
進
出
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
機
を
と
ら
え

た
施
策
も
考
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
で
川
本
町
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

〈
Ｏ
〉

編　
集　
後　
記 　

 
受 理 番 号
年 月 日 請願・陳情の要旨 請願者・陳情者の住所及び氏名 紹介議員氏名 付託委員会 採択・継続

第 １ 号
27．8．28

安全保障関連２法案の
廃案を求める意見書採
択についての請願。

邑智郡邑南町市木1630番地
　新日本婦人の会　邑智支部

支部長　石　橋　由岐子
片岡　通泰 総務教民常任委員会 継　続

第 ６ 号
27．8．28

島根原発の稼働・再稼
働に反対し再生可能エ
ネルギーの飛躍的な普
及を求める陳情。

松江市母衣町55–２ 島根教育会館２階
　原発ゼロをめざす島根の会

共同代表　山　崎　泰　子
－ 総務教民常任委員会 継　続

第 ７ 号
27．11． ９

国民皆保険制度の維
持・発展の意見書提出
を求める陳情書。

松江市浜乃木四丁目４番１号
　島根県保険医協会

会長　岩　田　兼　正
－ 総務教民常任委員会 継　続

第 １ 号
28．  2． ４

TPP協定を国会で批准
しないことを求める陳
情。

松江市苧
お

町
まち

27番地
　島根県農民運動連合会

代表　長谷川　敏　郎
－ 産建町民常任委員会 不採択

請　　願　・　陳　　情

発
議
第
1
号

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

右
記
の
議
案
を
、
地
方
自
治
法
第
112

条
及
び
川
本
町
議
会
会
議
規
則
第
13
条

の
規
定
に
よ
り
別
紙
の
と
お
り
提
出
し

ま
す
。

　
平
成
28
年
３
月
10
日
提
出

　
提
出
者

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
大
畑　
茂
久

　
賛
成
者

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
青
木　
和
昭

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
飯
田　
武
則

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
高
良　
敏
幸

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
54

年
川
本
町
条
例
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
附
則
に
次
の
２
項
を
加
え
る
。

８�　

平
成
28
年
４
月
25
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
議

会
の
議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
長
及
び
議
員
の
報
酬

月
額
は
、
第
２
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
別
表
第
１
に
規
定
す
る
報
酬
月

額
か
ら
そ
の
額
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

９�　

平
成
28
年
４
月
25
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
期

末
手
当
の
基
礎
額
は
、
第
６
条
第
２

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
報
酬
月
額

と
す
る
。

附　
則

　

�

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

　

平
成
28
年
１
月
21
日
、
第
１
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
案
件
４
件
、
そ
の
他
案
件
５
件

が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議

員

発

議

臨

時

議

会

（8）
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石見小笠原氏が築いた “山頂の館” 
島根県指定文化財に

３月24日に行われた島根県教育委員会において、
丸山城跡が島根県指定文化財になることが決定しました。
４月12日告知され、正式に指定されました。

希
有
な
遺
跡　
丸
山
城　

　

中
世
末
期
の
山
城
で
あ
る
丸
山
城
は
、
現
在
の
川
本

町
を
拠
点
と
し
、
石
見
東
部
を
領
有
し
た
小
笠
原
氏
に

と
っ
て
、
当
地
に
お
け
る
最
後
の
居
城
で
し
た
。

　

中
世
山
城
で
は
石
見
唯
一
の
総
石
垣
造
り
で
あ
り
、

防
御
施
設
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い「
山
頂
の
館
」と
し
て
、

全
国
的
に
も
希
有
な
遺
跡
で
す
。

遺
跡
の
評
価　

　

近
年
、
特
徴
的
な
石
垣
が
、
毛
利
氏
下
の
吉
川
氏
の

勢
力
範
囲
で
あ
る
江
の
川
上
流
域
の
館
や
寺
院
、
さ
ら

に
は
厳
島
神
社
と
共
通
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
者
に
よ
る
と
、
吉
川
元
春
の
書
状
に
あ
る
と

お
り
小
笠
原
氏
と
吉
川
氏
と
の
関
係
の
深
さ
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

小
笠
原
氏
は
、
毛
利
氏
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
居
城
で

あ
る
温
湯
城
（
川
本
町
市
井
原
）
を
去
っ
た
後
も
、
丸

山
城
の
築
城
と
石
見
銀
山
を
含
む
江
の
川
以
北
の
所
有

を
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
豊
臣
・
毛
利
が
石

見
銀
山
を
共
同
管
理
し
た
銀
山
の
最
盛
期
に
、
技
術
者

を
統
括
し
て
い
た
な
ど
、
文
献
史
学
的
に
も
再
評
価
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
要
因
か
ら
、
島
根
県
の
歴
史
は
も
と
よ
り
、

日
本
の
歴
史
に
と
っ
て
も
重
要
な
遺
跡
と
言
え
ま
す
。

参　
　
考

1
5
5
9
（
永
禄
2
）
年�

�

小
笠
原
氏
（
長
雄
（
な
が
か
つ
））
が
毛
利
氏
に
降
伏
（
温

湯
城
落
城
）

1
5
8
3
（
天
正
11
）
年�

�

丸
山
城
築
城
開
始

1
5
8
5
（
天
正
13
）
年�

�

丸
山
城
が
完
成
し
、
小
笠
原
長
旌
（
な
が
は
た
）
が
入
城

1
5
9
1
（
天
正
19
）
年�

�

太
閤
検
地
に
よ
り
所
領
を
大
幅
削
減
さ
れ
、
丸
山
城
か
ら

出
雲
神
西
に
転
封
、
隠
居

1
5
9
2
（
文
禄
元
）
年�

�

こ
の
年
か
前
年
に
丸
山
城
が
破
城
さ
れ
る
？
（
秀
吉
の
山

城
停
止
令
）

1
6
0
0
（
慶
長
5
）
年�

�

関
ヶ
原
の
戦
い
で
勝
利
し
た
徳
川
家
康
が
石
見
銀
山
を
接

収
（
丸
山
城
も
接
収
か
？
）

1
8
6
7
（
明
治
元
）
年�

�

明
治
維
新
後
、
幕
府
所
有
地
で
あ
る
丸
山
は
国
有
地
に

移
管

1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年�

�

丸
山
が
町
有
地
に
移
管

1
9
9
4
（
平
成
6
）
年��

�

町
史
跡
に
指
定

平成６年頃に発掘された丸山城跡

現在の丸山城跡

問い合わせ先：川本町教育委員会教育課　文化振興係　☎0855－72－0594
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平
成
28
年
３
月
19
日
（
土
）
に
、
川
本

町
の
三
原
地
区
連
合
自
治
会
と
三
原
神
楽

団
が
、
南
佐
木
の
主
要
地
方
道
温
泉
津
川

本
線
沿
い
に
、
川
本
町
へ
の
工
場
進
出
を

表
明
さ
れ
た
株
式
会
社
三
協
を
歓
迎
す
る

横
断
幕
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
社

か
ら
町
に
河
津
桜
の
苗
木
３
０
０
本
の
寄

贈
が
あ
り
、
進
出
先
の
三
原
地
域
の
住
民

や
川
本
北
保
育
所
の
園
児
ら
約
30
人
が
、

地
元
活
性
化
の
願
い
を
込
め
て
植
樹
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
三
原
地
区
内
や
町
内

の
公
共
施
設
等
へ
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

取
材
し
た
こ
の
日
は
、
利
用
者
の

方
々
が
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い

る
広
報
紙
を
、
役
場
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
に
配
る
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
沖
野　

楓
さ
ん
は
、

「
こ
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
利

用
者
の
皆
さ
ん
の
居
場
所
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
心
の
状
態

を
、
周
り
の
人
に
も
わ
か
っ
て
も
ら

い
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
一

人
一
人
と
話
し
、
触
れ
あ
う
こ
と
で
、

常
に
人
に
寄
り
添
え
る
ス
タ
ッ
フ
で

あ
り
た
い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
、
こ
の
仕
事
に
懸
け
る

思
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、毎
日
の
生
活
の
中
で
、

周
り
の
人
の
直
接
的
な
言
葉
だ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
行
動
や
仕
草
な
ど

か
ら
偏
見
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
語
る
の
は
、

利
用
者
の
Ａ
さ
ん
。

こ
の
4
月
か
ら
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
が
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、

行
政
や
事
業
所
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
全
体
で
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
、
笑
い
あ
ふ
れ
る
ひ
ま
わ

り
の
一
室
で
お
話
を
伺
い
な
が
ら
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

な
お
、
ひ
ま
わ
り
で
の
活
動
の
様

子
が
分
か
る
広
報
誌
「
ひ
ま
わ
り
通

信
」
は
各
自
治
会
で
回
覧
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
派
遣
社
会
教
育
主
事　
　
　
　
　

�

　
佐
々
木　
努
）

こ
の
「
ぬ
く
も
り
写
真
館
」
は
、
町
内
の
人
権

に
関
わ
る
温
か
い
取
り
組
み
な
ど
を
、
写
真
を

通
じ
て
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
と
は
？

　
平
成
19
年
に
開
所
し
た
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
一

緒
に
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

【
所
在
地
】
川
本
町
大
字
川
本
２
５
７

－

３ 　役場で自治会配布用の広報紙を棚に入れる利用者の皆さん

誘
致
企
業 

株
式
会
社
三
協
を
歓
迎
す
る

横
断
幕
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

ぬくもり写真館教育課
人権フォトギャラリー VOL.1

社
会
福
祉
法
人　
わ
か
ば
会

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�

ひ
ま
わ
り
の
み
な
さ
ん

「
ひ
ま
わ
り
通
信�

届
け
ま
す
」

今月の１枚

Ｈ28. ３.16

歓迎の横断幕を設置する三原地区連合自治会、三原神楽団の皆さん

植樹を行う三原地域の皆さん、
川本北保育所の園児
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４
月
９
日
（
土
）、
春
の
暖
か
い
日
差
し

が
差
し
込
む
本
校
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成

28
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
、
90
名
の
新
入
生

を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　
福
間
俊
行
校
長
は
、
式
辞
の
中
で
「
高
校

時
代
は
人
生
の
土
台
を
作
る
た
め
の
大
切
な

時
期
で
あ
り
、
勉
強
に
最
も
適
し
た
時
期
で

あ
る
の
で
、勉
学
へ
の
頑
張
り
に
期
待
す
る
。

ま
た
、
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
社
会
で
必
要
な
能
力
を

身
に
つ
け
て
欲
し
い
。
本
校
は
、
こ
れ
ま
で

地
域
に
支
え
ら
れ
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て

魅
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
地
域
に

出
て
地
域
に
学
び
、
人
々
と
つ
な
が
り
、
地

域
に
貢
献
し
な
が
ら
こ
の
地
域
の
将
来
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
り
、
将
来
を
決
め
て
い
く
上
で

力
に
な
る
。
主
体
性
を
持
ち
自
ら
の
あ
る
べ

き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
目
標
を
立
て
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動
す
る
こ
と

で
、充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」

と
新
入
生
を
激
励
し
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
で

は
、
川
本
町
長
三
宅
実
様
、
美
郷
町
長
景
山

良
材
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
岩
佳
奈
子
さ
ん
（
川

本
中
出
身
）
が
「
私
た
ち
入
学
生
は
今
日
の

感
激
を
深
く
心
に
刻
み
、島
根
中
央
高
校
生

と
し
て
人
格
を
磨
き
、一
路
勉
学
に
励
む
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

た
。

　

３
月
17
日
（
木
）
１
・
２
年
生
を
対
象

に
、
人
文
・
自
然
科
学
コ
ー
ス
、
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
・
地
域
創
造
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

本
校
卒
業
生
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
７
人
の
卒
業
生
と
も
、
在
学
中
で

の
勉
強
と
部
活
の
両
立
に
思
い
悩
み
、
壁

を
乗
り
越
え
た
時
の
達
成
感
、
そ
し
て
心

が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
級
友
・
先
生
・

部
活
動
の
友
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
等
を
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
川

本
町
役
場
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
２
人
の
方

か
ら
は
、
仕
事
の
内
容
、
な
ぜ
こ
の
仕
事

を
選
ん
だ
の
か
等
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
は
先
輩
方
の
話
に
集
中
し
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
大
事
な
こ
と
に
メ
モ
を

取
る
生
徒
も
数
多
く
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
進
路
を
決
定
し
て
い
く
う
え
で
大
変

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

平
成
28
年
度
　
入
学
式

「
先
輩
講
話
」
を
開
催
し
ま
し
た

５月の主な学校行事予定
５月 ２日（月）
　　振替休日（４月９日）
５月12日（木）～14日（土） 
　　中間試験
５月14日（土）
　　ＰＴＡ総会（授業日）
　　「江風寮」保護者の集い
５月16日（月）～６月２日（木）
　　総合体育大会激励旬間
５月24日（火）
　　総合体育大会壮行式

吹奏楽部・チャリティー�
コンサートのお礼

　３月20日（日）悠邑ふるさと会館で
のコンサートにご来場いただきありが
とうございました。皆様からの59，471
円は全額山陰中央新報社「愛の基金」
へ寄付させていただきました。 先輩講話の様子

校長式辞

新入生代表挨拶

新入生の様子
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一
般
書

児
童
書

恩
讐
の
鎮
魂
曲

�

中
山
七
里�

著

�

講
談
社

バ
ラ
カ

�

桐
野
夏
生�

著

�

集
英
社

小
さ
く
て
も
素
敵
な

花
壇
づ
く
り

�

天
野�

麻
里
絵�

著

�

講
談
社

オ
バ
ケ
屋
敷
に
お
引
っ
越
し

�

富
安
陽
子�

作

�

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

う
り
ひ
め
と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く

�

稲
田
和
子
再
話

�

小
西
英
子�

画

�

福
音
館
書
店

野
菜
だ
し
で
い
ろ
い
ろ

ス
ー
プ

�

宮
沢
う
ら
ら�

著

�

汐
文
社

新 

刊 

案 

内 

お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

No.227

2016年
４月号

電話�0855-72-0025��Fax�0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始
E-mail�:�kawamoto-library@kawamoto-town.jp

かわもと図書館

あそびのひろば＆おはなしの会

ひだまりサロン

おでかけ図書館デー

５月11日（水）10：00～11：30
　読み聞かせ
５月25日（水）10：00～11：30
　読み聞かせ　移動図書館

５月29日（日）10：00～11：30
　移動図書館　読み聞かせ

５月10日（火）
　健康福祉課の健康相談にあわせて行います

掲
示
板

《一 般 書》…………………………………………
１ 異類婚姻譚 本谷有希子�著　講談社
２ 坂の途中の家 角田光代�著　朝日新聞出版
３ 知っておきたい防災新常識大事典
 国崎信江�監修　洋泉社

《児 童 書》…………………………………………
１ とんことり 筒井頼子�作　林明子�絵　福音館書店
２ おかあさんのおべんとう
 たるいしまこ�作　童心社
３ ハリーとうたうおとなりさん
 ジーン・ジオン�文　大日本図書

３月の貸出ベスト３

《一 般 書》みどりのあるくらし
《児 童 書》長谷川摂子のせかい

５月の展示

すこやか健康・医療情報コーナー
５月５日～５月11日まで児童福祉週間です。

～その笑顔未来を照らす道しるべ～

　厚生労働省は、子ども達の健やかな成長について国
民全体で考えることを目的に児童福祉週間を定めてい
ます。親子で一緒に過ごし、ふれあう時間をもちま
しょう。

日　時：５月15日（日）10：00～12：00
場　所：すこやかセンター
対　象：小学生、未就学児（保護者同伴）
内　容：絵本でやさいの秘密を知ろう！
　　　　やさいを使った簡単クッキング
参加費：300円（未就学児は無料）
申込締切：５月６日（金）
※�詳しくはチラシまたは川本町の�
ホームページをご覧いただき、�
お電話でお問い合わせください。

子ども体験教室～やさいの巻～
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悠邑ふるさと会館
大ホール

日　時

会　場

予選会

6月26日日

6月25日土

開場／午前11：00　開演／午前11：45　終演／午後1：30

受付／午前10：30　開始／午前11：45　結果発表／午後5：00

【�出　演�】ゲスト／鳥羽一郎
　　　　　　　　　大月みやこ
　　　　　出　場／予選を通過した20組の皆さん
　　　　　司　会／小田切千アナウンサー

ご応募の際に頂いた情報は、選出・抽選結果のご連絡のほか、NHKでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

ＮＨＫ松江放送局　☎0852－32－0700（土日祝除く 午前9時30分～午後6時）
川本町教育委員会　☎0855－72－0001（土日祝除く 午前8時30分～午後5時）お問い合わせ

悠邑ふるさと会館開館20周年記念

出場・観覧募集

※�中学生以上で、原則としてアマチュアの方が対象です。（中学生は予選会、本戦いずれも保護者の同伴が必要です。）
　保護者の名前と電話番号も記入して下さい。
※応募後の曲目・出場者変更は出来ません。
※�応募は１人（組）１通に限ります。グループで申込の場合は全員の名前と年齢・性別・職業を明記のうえ、代表者がお申し込み下さい。
※�「返信用裏面」には選出結果を印刷しますので、白紙のままお送り下さい。紙・シールの貼付や修正液のご使用もご遠慮下さい。
※�応募多数の場合は、250組を選出のうえ、前日の予選会にご出場頂きます。選出の結果は5月下旬に発送します。

【往信用裏面】　①郵便番号　②住所　③名前（ふりがな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号
　　　　　　　⑦職業（具体的に）※中学生・高校生・大学生は部活動なども記入
　　　　　　　⑧歌う曲目1曲と歌手名　⑨選曲理由

【返信用表面】　①郵便番号　②住所　③名前
【あ　て　先】　〒690－8601　（住所不要）　ＮＨＫ松江放送局「のど自慢」出場係

★出場申込方法★
往復はがきに必要事項を明記して、
郵便でお申し込みください。（１枚で１組）

平成28年
５月12日（木）

必着

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※�応募多数の場合は抽選のうえ、当選・落選の結果を５月下旬に発送します。
※�インターネットオークションなどでの売買を目的としたお申し込みは、固くお断りします。
　�なお、売買を目的としたお申し込みであると判断した場合には、抽選対象外とさせていただきます。
※前日の予選会は入場自由です。ただし満席の場合は入場を制限する場合があります。

★観覧方法★
往復はがきに必要事項を明記して、郵便でお申し込みください。（１枚で２人まで入場可）

52 52〒696－0001 〒○○○－○○○○

この面には何も
書かないでください

（１）郵便番号
（２）住所
（３）名前
（４）電話番号

川
本
町
大
字
川
本

 

３
３
２
番
地
15

ご
自
分
の
ご
住
所

川
本
町
教
育
委
員
会

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

 

観
覧
係

お 

名 

前

往信用＜表面＞ 返信用＜表面＞返信用＜裏面＞ 往信用＜裏面＞

平成28年
５月19日（木）

必着

鳥羽�一郎

ゲスト

大月みやこ

「NHKのど自慢」
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広　告

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

川本町に司法書士事務所 ができました！

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

★日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後１時
★場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（ 笹畑集会所から山側へ徒歩１分です。

お気軽にご相談ください。）
★担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

かとり司法書士事務所〔司法書士　香取�亜希〕
川本町大字川本623番地2　TEL（0855）74-2500

（JR石見川本駅を出て左へ約150m、旧藤田司法書士事務所）
※不在の場合あり。お越しの際はなるべく事前にご連絡ください。

初回相談無料。土日祝日のご相談、出張相談も承ります。

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております

★交通事故の相談は平日でも初回無料です。 
　  お電話でのご予約が必要です。

（相 談 料） 平日有料　60分まで6,000円（税別）
（相談内容） ○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
 （駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

広　告

広　告

●ローソン

★ ●
中央信金

R9

山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

●
一畑

トラベル

　今春小学校を卒業した６年生25名が、卒業制作
として檜の間伐材で作った椅子を悠邑ふるさと会館
とすこやかセンター、道の駅にプレゼントしました。
　道の駅では、ここから４年間バス通学をした事へ
の感謝の気持ちを込めて、「バスの待合などに使っ
て欲しい」と手渡しました。

氏名：美 川　裕 哉
　　　（みかわ　ひろや）�

所属：まちづくり推進課
出身：江津市桜江町

抱負：私は島根中央高校の卒業生です。高校時代を
過ごした川本で働くことができ嬉しく思っています。
町民の皆様がより快適な生活を送れるよう尽力して
いきたいと思います。よろしくお願いいたします。

道の駅で山口駅長に椅子を手渡す川本小学校の児童

ありがとうの椅子

４月から新たに加わった
職員を紹介します。

3/14
㈪

　３月20日（日）に行われた島根中央高校吹奏楽
部のチャリティーコンサートで「しまねっこダンス」
を披露するため、吹奏楽部１・２年生と川本保育所
の園児が、本番前にダンスの練習をしました。
　本番では３日間に及んだ練習の成果を出すことが
でき、来場客の笑顔を誘いました。

吹奏楽に合わせてダンスの練習をする高校生と園児ら

本番に向けてダンスの練習3/18
㈮

業　務　内　容
●遺言・相続のこと
●会社（商業登記）のこと
●家や土地（不動産登記）のこと

●成年後見のこと
●裁判のこと



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 5 月

《4月の納税》
◆固定資産税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
《5月の納税》
◆軽自動車税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
※�必ず納期限までに納めましょう。

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･�

谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域（�西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）
〔燃えるごみの収集日〕� 毎週火曜日･金曜日� （町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕� 毎月第１・３水曜日� （町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕� 毎週木曜日� （町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕� 毎月第２・４水曜日� （町内全域）

：健康相談・検診
：悠邑ふるさと会館
す：�すこやかセンター
　　（社会福祉協議会）
：学校
：ドクターカー巡回

：�公民館
：図書館
：�子育てサポート
　　センター
：保育所
：休日診療情報
　　（10：00～16：00）

●…内容や場所を示しています。

1 2 3 4 5 6 7

�資源カン・資源
ビン・新聞・雑誌・
段ボール・不燃
ゴミ（Ａ地域）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 あいさつの日

�資源カン・資源
ビン・新聞・雑誌・
段ボール・不燃
ゴミ（Ｂ地域）

�邑智医院
　�加藤病院

�邑智病院
　�加藤病院

�邑智病院
　�加藤病院

�前眼科医院
　�大隅医院

8 9 10 11 12 13 14
サ�キッズ☆キッチン
　（３・４年）　
　15:30～17:00

�資源カン・資源
ビン・新聞・雑誌・
段ボール・不燃
ゴミ（Ｃ地域）

���健康相談＆
　�おでかけ図書館デー
　（北公民館
　� 9:30～10:30）
　（親和集会所
� 10:45～11:15）
　（西公民館
� 13:30～14:00）
す男の簡単料理教室
　10:00～

サ�あそびのひろば＆
えほんのじかん
10:00～11:30

���芋畑集会所
　�9:00～10:00
　���馬野原集会所
11:00～12:00
す��断酒会
　���19:00～21:00
男の簡単料理教室

　10:00～西公民館

サ�キッズ☆トレーニ
ング（１～３年）
16:00～17:00

�邑智医院
　�加藤病院

15 16 17 18 19 20 21
しまね家庭の日
�子ども体験教室
　やさいの巻
　10:00～12:00

サ� �
あそびのひろば＆
乳幼児相談
10:00～11:30

食育の日
�島根県食生活改善
推進協議会総会
サ�キッズ☆スタジ
アム（１～３年）
16:00～17:00

サ�親子わくわくデー
サポセン畑・

　芋の苗植え＆
　おはなしカフェ
　10:00～11:30

�邑智病院
　�天川クリニック

22 23 24 25 26 27 28
●す�胃がん予防講演会
　���14:00～15:00
サ�キッズ☆キッチン
　（５・６年）
　15:30～17:00

サ�あそびのひろば＆
えほんのじかん
　10:00～11:30

サ�ベビーマッサージ＆
リフレッシュ教室
　10:00～11:30

�上田医院
　�波多野診療所

29 30 31
●す�ひだまりサロン
　10:00～12:00

�三上医院
　��加藤病院

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

5/24～26　町内狂犬病予防集合注射

5月9日～17日は日本高血圧週間です
自分の血圧知っていますか。
ちょっとでも高い血圧は医師に相談を。

高血圧の定義とは… 上の血圧　140㎜Hg以上
 下の血圧　  90㎜Hg以上

出典：日本高血圧学会　H26.11発行資料
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私
は
、
多
田
出
身
（
Ｓ
27
年
生

ま
れ
）
で
中
学
時
代
ま
で
川
本
で

過
ご
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
は「
吹

奏
楽
＝
命
」
で
、
ラ
イ
バ
ル
校
に

勝
ち
た
く
て
猛
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

　

あ
の
日
か
ら
約
40
年
近
く
の
時

が
流
れ
た
あ
る
年
、
故
郷
川
本
で

中
学
時
代
の
同
窓
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
兵
庫
県
か
ら
帰
省
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
席
上
、
大
阪
に

は
「
関
西
川
本
会
」
と
称
す
る
故

郷
会
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、

そ
の
年
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
親
睦
会
で
は
懐
か
し
い
石
見

神
楽
が
上
演
さ
れ
、
周
り
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
い
人
で
し
た
が
、
故

郷
の
方
言
も
飛
び
交
い
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
「
関
西
川
本
会
」

で
す
が
、
数
年
前
よ
り
事
務
局
を

担
当
し
て
お
り
、
①
関
西
川
本
会

を
継
続
す
る
こ
と
、
②
現
状
の
規

模
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

会
長
、
役
員
の
方
々
と
連
携
し
て

会
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
高
齢
化
と
会
員
数
の
減
少
が

進
み
、
現
状
の
規
模
（
川
本
町
お

よ
び
近
隣
の
故
郷
会
か
ら
ご
出
席

頂
く
方
々
を
含
め
約
1
0
0
名
）

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
総
会
の
場
を
利

用
し
て
中
学
あ
る
い
は
高
校
の
同

窓
会
等
を
企
画
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
何
と
か

1
0
0
名
の
規
模
を
維
持
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も

23
回
目
の
総
会
・
親
睦
会
（
石
見

神
楽
、
他
）
を
６
月
に
大
阪
で
開

催
し
ま
す
。
故
郷
川
本
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
阪
頂
き
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
広
報
か
わ
も
と
　
４
月
　
№
540

平
成
28年

４
月
20日

発
行

編
集
後記

　４月から新しく広報担当になりました。伝わりやすい紙面作りに努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い
いたします。（Ｙ）

新谷　育夫さん
関西川本会事務局長

川本町の人口 平成28年３月31日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、平成28年３月中の異動状況

3,440人
（前月比 －20人）

（前年同期：3,455人）

合 　　計 男 1,593人（－12人）
女 1,847人（－ ８人）

転　入　35人 出　生　 ２人 その他　 0人
転　出　48人 死　亡 ９人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,517人
うち15歳未満  337人
世帯数 1,692戸

遠
藤
　
叶
拓
ち
ゃ
ん

 

（
平
成
27
年
3
月
11
日
生
ま
れ
）

お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、
す
く
す
く

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね

父 

豊
和
さ
ん　
母 
泰
子
さ
ん

 

（
撮
影　
２
０
１
６
年
3
月
9
日
）

叶
拓
ち
ゃ
ん
は
、
地
元
に
久
し
ぶ
り
に
誕
生
し

た
赤
ち
ゃ
ん
。
そ
の
喜
び
を
表
現
し
た
短
歌
が
、

明
治
神
宮
の
歌
会
（
兼
題
「
山
」）
で
特
選
に
あ

た
る
預
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

明
治
神
宮
献
詠　
預
選

 

藤
井　
幹
雄 

さ
ん

ひ
さ
び
さ
に
男
子
生
ま
れ
し
山
峡
に

大
き
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
見
ゆ

お誕生日 おめでとう

新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

�

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　三原線、矢谷線で運行しています。
　町のキャッチフレーズ「だからこそ、川本。」
がデザインされています。


